
加エトマトに関する研究

無支柱用品種の収穫間隔が収量，品質に及ぼす影鋤こついて
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　全国各地に加工用トマトの原料生産地が生まれ，年々

その生産量は増加して来ているが，生食用トマトの栽培

と異なり，加工原料の生産であり，その栽培も大部分が

契約栽培で，単価も決っているので，栽培方法を合理化

することにより生産費の低減を詞らなければならないこ

とは当然である．生産諸経費の低減の一環として，各地

で加工用トマトの栽培の省力化の方向として，無支柱用

トマト品種が導入されて省力化栽培が試みられ，その面

積も年々増加の傾向にある．この無支柱用品種による省

力化栽培の基礎実験として，収穫間隔を長くすること
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が，収量に及ぽす影響ならびに加工原料としての品質，

特に全固形物含量および果皮色の変化等を明らかにする

ことにより無支柱用品種別に収穫問隔の限界等を知り，

加工原料トマトの省力栽培法を確立する目的で2－3の

基礎的な実験調査を実施し，検討を行なったのでその一

部を報告する．

　本実験を行なうに当り御指導をいただいた本学園芸学

研究室高馬博士ならびに測色に御協カ願った育種学研究

室樋浦博士に対し感謝の意を表する．

案験材料および方法

　この実験は／％4年7月～8月島根農科大学で行なっ

た．

1．供試品種：無支柱栽培用品種，Ro皿a，ES－24，

Ear1y　pack　Campbe11146Campbe11135，5品種を

　用いた。

2．試験区：各品種別に収穫間隔を5日，7日，10，

／2日，と4区に区分し，5品種／区10本檀えとし20区
　　　　　　　　　（ユ〕
を設けた．栽培管理は慣1行法に従った．無支柱用品種

であるが60o物程度の仮支柱を立て，3月12日温床に播

種し育苗を行ない，5月10日畦間1206物，株間45伽間

隔で圃場に定植した．各区の熟度を均一化して試験を

開始するために，7月23日に各区一斉に収穫を行ない

各区の果実の熟度を均一にし，7月23日に起点として

　5日間隔，7日間隔，／0日間隔，／2日間隔と収穫期日

を第1表に示す通りに定め，この表の収穫日通り収穫

し調査を行なった．収量調査の都合で最終日は各区の

間隔によらず8月31日で収穫ならびに収量調査は打ち

切った．

3．試料の採取方法

各試験区ごとに第／表に定められた収穫期日に収穫果

実の基準を定めて収穫を行なった．収穫果実の基準は

大体肉眼で見分けられる程度で，熟度（果皮の着色度）
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が90％以上のものを標準として全収穫期日を同一人が

収穫し，収量調査後直ちに実験を行なった．果皮の測
　　　　　　　　　　　　（1）
色は着色度が一応90％以上のものを収穫した申から3

段階すなわち90％程度のもの，95％程度のもの，100

％程度以上の収穫果実の中からそれぞれの段階別に肉

眼で見て代表的と思われるものを選び測定を行なっ

　た。

4　実験方法

　⑧全固形物含量：試料（トマトパルプ）109を秤量管

　　に精秤し，沸騰温浴上に乾固する少し前まで，すな

　　わちパルプに水がしみている程度まで予備乾燥した

　後，105．C定温乾燥器申で約4時間乾燥させた後秤

　量した。

　⑧屈折計糖度　トマトパルプをろ遇したろ液について

　　3回秤量し，測定値を平均した．（温度補正を行な

　　った）’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　⑧果皮色の測色著者が1％3年実施した測色方法を用い

　　た．東芝精密塑光電色沢計（CG一’2A型）を用い，

　C－E表色系によるろ刺戟値XYZ’を求め関係式から

　　ULCS表色系HunterのL，aL，bL，値を求め
　　　　　　　　　　　　　　　　（3〕
　　図表に展開するとともにa／b値等を求め果皮色の

　検討を行なった．

　　　　　　　実験結果およぴ考察

　1．全固形物含量の変化について

　第1図は5日区，7日区，10日区，12日区と収穫間隔

期別各品種の測定結果であり，第／表に示した収穫時期

7月28日，7月30日，8月2日，8月4日の時期に測定

したものである。この第1図が示すようにRomaの5

日区，7日区，よりは10日区，／2日区とやや低くなって

いるが，数値的にはほとんど大差ないと考えられる。

E．P．については10日区でやや低くなっているが，12日区

では5日区とほとんど大差が認められない．ES－24に

ついても同様な傾向であった．Campbe11146，Campb

e11135，についても5日区，7日区，10日区，12日区と

ほとんど大差なく，全品種ともに収穫間隔を長くするこ

とによって，全固形物含量になんらの変化も一定の煩向

も認められなかった．

　2．屈折計糖度

　各品種ともいずれの区においても4．5～5．5で，変異差

／0の申にはいった．各品種別に見るとRoma7日区で

少し高くなるが／0日区，12日区は5日区とほとんど変化

なく，E．P．はア日区，10日区減ややと少するが，12日区

では5日区より高くなった．しかしその差はほとんど聞

題にすべき数値でなく，他の品種についても，各区間に
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全固形物含量同様になんらの傾向も認めることができな

かった．

　以上の結果から，これら品種を無支柱栽培の省力化目

的で収穫間隔を長くしても，固形物含量等についての品

質に悪影響がないことが考察された．

　3．収量について

　第2図は収穫間隔区別各品種の収量を示す図表であ

る．各区別に各品種を全体的に見ると，Romaが最もす

ぐれ，ES－24，Campbel1135の順で1株当り平均5．000

9以上となった．次いでCampbe11146，E　P　と，前3

品種よりやや収量は減少した．収穫間隔期別に品種cと

に検討すると，Ro血aについては5日図の収量よりも7

日区の収量がやや増加したが，10日区では5日区の収量

よりもわずかに減少し，12日区では10日区よりもわずか

に減少を示したが，その滅少は数値的にはほとんど大差

がないと考えられる．5品種申で全体収量も優れ5日区

の収量と12日区の収量と大差が認められなかった，Ro・

：maのような小果群は果皮強く，裂果等も少なく，12日

程度の間隔での収穫も，収量に犬きな影響を与えないも

のと考察された．ES－24について5区の収量から収穫

間隔が7日，10日，12日となるにしたがって収量が減少

し，5日区に比べ12日区は1709くらいの減少を示した。
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~ ~Q~~:cC;~l ~~~ ~~~~IC~~*~ 27 

e ~~~~a)~~=~~~q)~:L * ~ a)(100"/.L~J:) 
2 'oo 

ayj;L 

l .50 

1 .OO 

o ,50 

◎果皮色の着色度のや・低いもの（90％以上

9
o
’

．o

oピ
．
’
1

’

1
q o

o
8

1 ε

、

9
、

い・
一

’、

界
’
、
3
、
、
’
、
’
、

、ρ1　〃

0 ’、 一　〃　’、g　b、’ 一　〃

田
1
8
．
σ
1
－
3
1
－
8
．
l
l
，
l
o
o

’b

、
’
’
、

l181

’
1
’

’ 一 1
’ 1〃、’ ｛
3 1〃 9

11‘
、’

1
’
〃
1
’
り

バ〔皿
・o

、’、’

1
’

1臼

8
”
、
’
、
〃
’
、

191’ 8 1・
メ
1
ゲ

18
’
0

’一 11，メ、■・1 1〕，い
1・

1　、♂一
”

δ
、

、

、

6

5 7 10 12 5 7 10 12 5 7 10 12 5 7 10 12 5 7 10 12 
ES- 24 C**1 3 5 

~~ 4 ~l (~f~~~*IC J( ~ ~;~!~~~*L/bLf~~)~~~~) 

5 ~I. 7 Fl, 10Fl. 12Fl~~~~f~~l~i~~~~~fjCOtLC~:~: ~)~~~~~)~~)~ 5~~~~~f~C~:~~r~tC~~)~)Fp~, ~:~f~; ' 

~~~ ~i)e~ ;~ C ~ l~ ~~~~~>a~ ~ ~~~C ~ tL7 C*mpbell ~~~ ;~ . ~~~ 5 ~l~~ 5 ~~~~~~jC~:~~~t._-~iJ~;~~ji7:~. JC aL. 

aL 155 c~ 5 ~I~J( ~ 7 ~I~:Q)~~~~~~~;e~~~~~~f~D~, 10~I bL ~)~lz~~{~i:~:~) aL/bL ~5J;O~ bL 'L~)~r4~~~; ~~~F~i~:~U 

~:c~~~~;~)~~･jJ ~~~~~7 ~> 5 ~lI~Q)~~~:J; ~~~~~~> Q)~~~~~i~)~~4~~;~c~t ~~)~a5~. ~'~~~~UcC~~~ ~'. ' 

.t,_-. 12FI~:~C7~~ ~~:~:Q)~~~'j~+~1~~~~~~< 7~~t9. 150 Roma e~5 EI~:J~ ~ ~ 10 FI~:~~~~~~J~< 7~~~~~, 10El 

g~~~~~)~~'jJ+~~:~fC. ~~~~~ Campbell 146l~ ~fy5 Q*~ I~i~'jJ+/~ aL/bL f~:c~'j~+r~~ < 7~~. ~~*;~~~. 12FI~:~e~ 

l~~~ ~ ~ ~~f~A~~C~~~; ~ ~~'jJ+7~ < . , ~~~~~~~j~~7 Fl, a/b f~e~~~~lC~~I~D~C~e~~ < 7~~ ~~~1F~J~~:~t._-. C 

10~. 12~ ~~: < 7~:: ;~ eC~tL4~~:Q)~~~'jJ+~~~~c~~U < , tL~ ~~I~~cC Campbell 146~~ 5 EI ~:, 7 ~I~:~ a/b f~~~ 

5 ~~:~)4~~;~>~ 600g~~i~CD~~~~'J+;~~~:~, 4~~j ~~~;~~ ~~~QUt*-~~, ~/vf~i:~l~~~> 10FI~e~ a/b f~~~~~~cC~~~ 

~:< ~~~ C ~}~~l~~7~~~*F~~~~);~ ~~~~~tLr*-. E.P.~~ 'lJ+~lC~~, 12 ~~:~e~ ~~~~~~~C~~~D~~~*~. CQ) ~~ 5 cc 

4~*~~~F~~:~;~~~~~{~;~a;)~. 5 FI~:~>~ 7 ~I~:. 10 Fl 10~~:~C~~~~~7'J ~~~~:e~~~~~ 5 ~I~:~l2~I~:~;~ 

~:, 12~I~:~4~~~~~~~~i~~~: < f~:;~cCOtLC~1~;~~~cC~~~ ~~~tC~~~1~, a/b {~CD~~~{~:Lc~~I~~~ICt~~D~~ ~~:~O~~-'*-･~~* 

y'j+~~~~:n~i~~~:~~~~~~)=c. CQ)Q*~I~~~~:~~~~F~~E~E.*'iC~ ~~~~L. Roma ~ ~ ~ IC~~l~f~~~j~~:<~~Li~~;~i~ 

~~~~~~i~f~~~~ ~~~~i~~tL;~. ~~~~!~~~~)~;~1~~j~: < 7~: ;~7E=~~)p*~~~~~i~) ;~ ~ =~ ~~ ~ tL * 

4 . ~;~!~~;~)~~1iC1)~~~ tC. ~~~~~E.P.~~J;C~Campbell 155 ~)J~ 5 eC. 5 Fl 
~~~!~Q)~~Q)~~4~~C~)~~~. 4~~~i~~l~~~i~B~ljlC~tL~tuQ) ~:, 7 Fll~. 10~II~~ */b f~c~~~'~D~~ie~J~ < 7~:;~~~. 

~1~~~~~~~~C: ~cC~;/z~)~~~~~f~C~::~~r~ ~lJ~~~r7~:~* 12~~:i~7~:~ ~~~~~C~>7~~: ~ ~)~~~'j~ ;~7~~~t*-. C~) 

~~~t~~Q~~tC. ~:~~~~~}~~~~~l~~~~~i~~C~ ~ eC 5 FI~:. ~; 5 iC-~~:10El ;~~~~~~ ~~ a/b/~:e~~~~ ~ t~: ~~~. 12 

7 EI~~, 10~~:. 12EI~~~7~:~)~ 7 ;~25FI-8;~ 4 EI ~~ FI~:~c~ a/b {~~~~~~'jJ+~1~~~~~J~)7E='JCD~l*~l~=c a5 ;~ C ~ 

~iC~rl~ I ~J~O~lJ~j~'~r~7:~. tC. ~ll~l~~~~~~~;~~C~~~i ~~~~) ~tLr..-. ~:~~~~' ES-24C~J~ 5 ~C 5 ~~:-7 ~l~:, 

~>~90"/.~LJ~Q)~~~~~, 95 "/.~:Ji~)~{=~~i~~. 100 "/.~l:Ji 10FI~:~ ~~~~~~~~~~~~~~ < 7~~ ~ ~ a/b {~i~~~･jj+~7(L-~~. 



一28一 島根農科大学研究報告 第13号A 農学　（1％4）

12日区になると逆に増加を示し，なかなか説明のつかな

Iい品種である．しかし5日区と12日区のa／bを比較す

ると，その差は大きな増加を示さないことから，この品

種は比較的短期間に着色度を増加し，それ以後収穫問隔

を長くしても果皮色の色調は驚くほど良くはならない品

種と考えられる．

　以上の結果から，5品種については次の事項が考察さ

れた．すなわちRoma，Campbe11146はある程度。収

穫間隔を長くするほどaL／bL値は大きくなるものと，’

E．P．Campbe11／35は／0日区を限度としてaL／bL値

は増加するが，12日区では逆に減少傾向を示すものと，

ES－24のように5日以上収穫間隔を長くしてもaL／bL

値は増加しない型の品種と，大別して3型に区分され

　　aLた．■τ・Lについても同様な煩向であった．

　第4図は収穫間隔期ごとに着色度の高いものとやや低

いものと肉眼で区別して，その程度別に測色を行ない

aL，bL値を求め，それぞれのa／b値で表わしたもの

である．

　E，P．Campbe11135については，その平均値の示す

傾向と着色度の高いものと低いものと同じ煩向を示した

が，R　maについては着色度の高いもののa／b値は5

日区，7日区と高くなるが10日区ではa／b値は少なく

なり，12日区では再び高くなった．肉眼で着色度の低い

ものと見られたものでも，測色結果は着色度の高い果実

の5日区のa／b値よりも高く，／0日区ではさらにa／b

値は高くなり，着色度の高いものと思われた個体よりも

a／b値は高くなった．

　着色度の高い方は／2日区ではa／b値は非常に高くな

ったが，着色度の低い方と感じられたトマトは12日区で

はa／b値は少なくなっている．ES－24については着色

度の低いと感じられた果実の色は平均値の傾向と同じ煩

向を示したが，着色度の高いと感じたトマトは平均値の

a／b値の傾向と異なり7日区ではa／b値は高くなり，

10日区では逆に低くなり12日区では5日区のものよりや

やa／b値は高くなっている．またCampbeu　146に

ついても，着色度の低いと感じられた果皮は平均値の

a／b値の示す傾向と同じ傾向を示したが，着色度の高

いと感じて測色を行なった果実は7日区ではa／b値は

高くなるが10日区，／2日区と低くなっている．このよう

に，肉眼で見た感覚と測色の数値との間に多少理論的に

説明の困難な点もあり，必ずしもa／b値が大きいほど

色調が良くなる点についても若干の問題が残ると考察さ

れる．しかし一般的な煩向としては，数々の測色結果の

平均値からa／b値を求めたものについてのみトマト果

皮色の変化の煩向をa／b値の数値から色の良否の判断

を行なうべきものであると考えられる．今後数々の測色

を行ない，数値を得ることにより，トマトの果皮色の日

数経過による変化を調査検討することにより，各品種ご

との果皮色について数値を求め，代表的品種の標準色調

を決定したい．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　収穫間隔が収量および品質，特に果皮色，固形物，屈

折計糖度等に及ぼす影響について調査牽行なった．

供試品種Roma　ES－24Ear1y　Pack　Cam－pbeu146

Campbe11／35．5品種を用いた．

試験区1収穫間隔を5日区，7日区，10日区，／2日区，

の4区とした．

測色方法：精密光電色沢計を用いる刺激値を求め，計算

式でHUNTERのaL．bL値を求め検討した．

（1）収量：各区ともRoma，ES－24，Campbel1135

がすぐれ，Campbe11146，Ear1y　Pack，はやや劣って

いた．各品種とも5日区，ア日区は収量にほとんど大差

は認められなかったが，10日区は全品種ともやや収量減

少の煩向を示し，Roma，ES－24についてはその減少程

度はわずかであった．12日区では全体的に収量の減少も

著しくなるが，小果のRomaは10日区と大差は認めら

れなかった．

（2）屈折計糖度および固形物含量とも大差なく，各区

間になんらの傾向も認められなかった．

（3）果皮色：5日区aL／bL値を基準とし，Roma

Campbe11146は5日区～12日区と収穫問隔が長くなる

ほどaL／bL値は大きくなり色は良くなった．　Ear1y

Pack，Campbe11135は5日区～7日区とaL／bL値は大

きくなるが，／2日区では逆に減少した．ES－24は5日

区，7日区，10日区とaL／bL値は減少した．

寸
．

2．
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Summary 

Varietal differences of the influence of 4 harvesting intervals in the following characters were 

observed among 5 varieties. 

1 . Yield : On the whole Roma, E. S.-24, and Campbell 135 is good, Campbell 1 46 and Early 

Pack is poor. 

While the yield on the I O days interval of harvesting is poorer than that on the 5 days and 

7 days in every varieties, but the degree of its reduction in Roma and E. S.-24 shows a 

slight decrease 

The yield on the 1 2 days is on the decrease in every varieties, but the degree on Roma is 

10w. 

2 . Percentage of sugar and solid content : The influence of treatnlents is hardly to be found. 

5 . Skin color : The more the interval prolongs, the more the Hunters index a/b increases on 

Roma and Campbell 1 46, while the value of E. S. -24 goes in the opposite direction 

Early Pack and Campbell 1 55 show gradually increasing until at 7 days, but they decreased 

at 12 days. 




